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＊＊ 2023年  2月 改訂 (第9版)                                                                           承認番号：21600BZY00420000 

 ＊ 2018年  3月 改訂 (第8版)  

 

機械器具 76 医療用吸入器 

機械器具  6 呼吸補助器 

管理医療機器 酸素吸入加温加湿装置用水 70452002 

            （単回使用人工呼吸器呼吸回路 37706000） 
 

カームピュアー呼吸治療器 
 

再使用禁止  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

1. 形状又は構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本品は、上記の製品を適宜組合わせることにより、加湿システム 

を確立して使用する。同梱されている製品は直接の包装に記載。 

 

※回路内のガスの流れが遮断あるいは阻害された場合に作動する  

聴覚可能なアラーム機能がある。 

 

 【使用目的又は効果】 

本品は、酸素吸入の回路中に入れ酸素ガスの加湿と吸入を行うこ 

とを目的としたシステムであり、滅菌済みの加湿用アダプター（ヒ 

ューミディファイヤーアダプター）、吸入用アダプター（ネブライ 

ザーアダプター）及び専用容器（加湿・吸入専用水入りバッグ） 

に封入・滅菌した蒸留水（加湿・吸入専用水）よりなる。それら 

を組合わせて使用することにより酸素ガスへの細菌等の種々の 

物質の混入を防ぎ長時間無菌状態を保つことができる。 

 

 

 

 

 

 

【使用方法等】 

1. コールドネブライザー方式（非加温エアロゾル療法） 

（1）使用前  

加湿・吸入専用水入りバッグに液漏れ等の異常がないこと 

を確認する。 

（2）使用方法 

1）外袋を開封してバッグ本体を取り出し、口栓の胴部を 

支えながら上端のアダプター接続口にネブライザーア 

ダプターをクリック音が鳴るまでねじ込む。 

2）口栓の胴部を支えながらリサーキュレーションチュー 

ブの針を口栓のリサーキュレーションチューブ接続口 

に根元まで差し込む。 

3）ネブライザーアダプターに酸素流量計をねじ込んでセ 

ットする。 

4）患者側の蛇管を、ネブライザーアダプターの蛇管接続 

口に接続する。 

5）酸素流量計のつまみを開放して 4～15L/min（at 0.4MPa 

  ）の範囲で流量値を設定する。 

［酸素の元圧が 0.4MPaを下回ると 1.5L/minの流量が 

得られない場合がある］ 

6）ネブライザーアダプターの酸素濃度調整ダイヤルを回 

して、酸素濃度を設定する。 

装置が作動している時は、蛇管接続口からエアロゾル 

が噴霧され、大きな水滴はリサーキュレーションチュ 

ーブに流れてバッグに戻ることが正常な動作である。 

（3）使用後 

ネブライザーアダプターをバッグから取り外す時は、口栓 

のクリックはねを指で押しながら、アダプターを反時計方 

向へ回す。 

 

2．ヒューミディファイヤー方式（気泡式加湿器） 

（1）使用前 

加湿・吸入専用水入りバッグに液漏れ等の異常がないこと 

を確認する。 

（2）使用方法 

1）外袋を開封する前に患者用チューブ接続口の先を折り 

取る。 

2）外袋を開封し、バッグ本体を取り出す。この際、開封 

した患者用チューブ接続口より水が漏れないよう注意 

すること。 

3）口栓の胴部を支えながら上端のアダプター接続口にヒ 

ューミディファイヤーアダプターをクリック音が鳴る 

までねじ込む。 

4）ヒューミディファイヤーアダプターを酸素流量計にね 

じ込んでセットする。 

5）患者用チューブを患者用チューブ接続口にセットする。 

6）酸素流量計のつまみを開放して適切な流量値に設定す 

る。酸素流量計のつまみの開放はゆっくり行うこと。 

（3）使用後 

ヒューミディファイヤーアダプターをバッグから取り外 

す時は、口栓のクリックはねを指で押しながら、アダプタ 

ーを反時計方向へ回す。 

 

 

 

【禁忌・禁止】 

併用医療機器 

1. 人工鼻と併せて使用しないこと。（［相互作用］の項参照） 

2. 大気圧式の酸素流量計をネブライザーに使用しないこと。 

（［相互作用］の項参照） 

使用方法 

1. 再使用禁止 

2. 再滅菌禁止 

口栓 

アダプター接続口 

患者用チューブ接続口 

リサーキュレーション 

チューブ接続口  

クリックはね 

加湿・吸入専用水入り 

バッグ 250ｍL 

加湿・吸入専用水入り 

バッグ 500ｍL 

加湿・吸入専用水入り 

バッグ 800ｍL 

蛇管接続口 

リサーキュレーション 

チューブ  

ネブライザーアダプター ヒューミディファイヤーアダプター※ 

酸素濃度 

調整ダイヤル 

流量計接続ネジ 

バッグ口栓接続口 
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使用方法等に関連する使用上の注意 

1. 共通の注意 

（1）アダプター接続時に強く締めすぎると口栓部が破損す 

るおそれがあるので必要以上に強く締めないこと。ま 

た、アダプターはプラスチック製のため使用中に強い 

力が加わると破損することがある。  

（2）口栓のフィルム（アダプター接続口及びリサーキュレ 

ーションチューブ接続口）を剥がさないこと。 

2. コールドネブライザー方式（非加温エアロゾル療法）に関 

する注意 

（1）患者用チューブ接続口は使用しないこと。つまみを折 

り取らないこと。 

（2）蛇管内に結露した水はアダプターやバッグに戻さない 

こと。 

［加湿・吸入専用水が汚染されるおそれがあるため］ 

（3）使用中はネブライザーアダプターの蛇管接続口からエ 

アロゾルが噴霧されていることを確認すること。 

（4）ネブライザーアダプターを使用する場合は、患者側チ 

ューブ内（蛇管）に結露が貯留しないよう、定期的に 

除去すること。 [結露水が蛇管を塞ぐとガスの流れの 

妨げとなり、また、患者側に結露水が流れる場合があ 

るため] 

3. ヒューミディファイヤー方式（気泡式加湿器）に関する注意 

（1）口栓のリサーキュレーションチューブ接続口のフィル 

ムを剥がさないこと。 [リサーキュレーション口を開 

放した状態で使用すると、酸素が患者回路に流れない 

ため] 

（2）バッグ本体を手で握ると患者用チューブ接続口から水 

が漏れるおそれがある。 

＊＊（3）患者用チューブ（マスク・鼻腔カニューラ等）を患者 

用チューブ接続口に接続後、使用前に必ずアラーム機 

能が正常作動するか確認すること。［処方流量の酸素 

を流した状態で酸素供給チューブを閉鎖してアラーム 

が鳴るかを確認するため］ 

警報が鳴らない場合は新しいものと交換すること。 

（4）ヒューミディファイヤー方式は 15L/min以下の流量で 

使用すること。使用開始時に 15L/min未満の流量でア 

ラームが作動する場合はアラームが作動しない流量ま 

で下げること。 

（5）酸素療法開始前に、ヒューミディファイヤーアダプタ 

ーのアラームが鳴らずに正常に酸素供給チューブ末端 

まで酸素が流れることを確認すること。 

（6）酸素療法開始前に、正常な状態でアラームが鳴る場合 

は、バッグの回路が狭窄しているおそれがある。その 

場合は新しいバッグと交換すること。 

 

【使用上の注意】 

重要な基本的注意 

１.コールドネブライザー方式（非加温エアロゾル療法）の 

注意事項 

（1）ネブライザーアダプターのリサーキュレーションチューブ 

先端の針は鋭利なため、取り扱いに注意すること。 

（2）非加温エアロゾル療法開始前にエアロゾルが噴霧され、 

リサーキュレーションチューブに水が流れてバッグ内に 

戻ることを必ず確認すること。［異常がある場合は接続を 

やり直し、正常な動作が確認できない場合は、バッグと 

アダプターを新しいものと交換すること］ 

（3）水がリサーキュレーションチューブに流れなくなる前に新 

しいバッグと交換すること。 

（4）ネブライザーアダプターを使用する場合は、酸素流量が 

4L/min未満では使用しないこと。［噴霧されない場合があ 

るため］ 

（5）ネブライザーアダプターを使用する場合は、患者側チュー 

ブ内（蛇管）に結露が貯留しないよう、定期的に除去する 

こと。［結露水が蛇管を塞ぐとガスの流れの妨げとなり、 

また、患者側に結露水が流れる場合があるため］ 

 

2. ヒューミディファイヤー方式（気泡加湿器）の注意事項  

（1）酸素供給チューブが閉塞した状態のままで酸素を流し続け 

るとバッグが異常に膨らむ（又は破れる）場合がある。 

バッグが異常変形（又は破損）した場合は直ちに使用を中 

止すること。 

 

（2）一定条件で酸素療法中にヒューミディファイヤーアダプタ 

ーのアラームが突然鳴り出した場合は、酸素供給チューブ 

の閉塞や狭窄等により酸素ガスの流れが遮断あるいは阻 

害されて安全弁より放出していることを意味するので、患 

者に所望の酸素が供給されていない。そのような場合は直 

ちに酸素ガスの流れを妨げる原因を解消して回路を正常 

な状態に戻すこと。 

 

相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること） 

＊1.併用禁忌（併用しないこと） 

医療機器の名

称等 

臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

人工鼻 換気が困難となるお

それがある。 

ネブライザーから出

る霧（水粒子）が、

人工鼻のフィルター

を閉塞するおそれが

ある。 

大気圧式 

酸素流量計 

流量計が正確な値を

示さない。 

ネブライザーアダプ

ターの背圧により流

量計内圧が大気圧を

上回ると流量計の指

示値が不正確にな

る。 

 

＊＊2.併用注意 

医療機器の名

称等 

臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

ダイヤル式流

量計 

 

 

表記されている設定

値になっていないこ

とがある。 

 

機種により、ネブラ

イザーアダプターの

背圧に流量が影響を

受けることがある。 

ミニネブライ

ザー、ベンチュ

リーマスク等 

 

 

 

 

 

アラーム作動時は、

患者に必要な酸素が 

流れない可能性があ

る。 

背圧によりアラーム

が作動する場合があ

る。また、鼻腔カニ

ューラや酸素マスク

等のアクセサリーの

うち、流量抵抗が高

いものを使用する

と、アラーム機能の

作動に影響を与える

場合がある。 

気管チューブ

又は気管切開

チューブ 

直接蛇管を接続する

と呼吸ができなくな

る。 

ネブライザーを接続 

する場合には、必ず

Ｔコネクタを使用し

て回路が開放された

状態にすること。 

気管チューブ

又は気管切開

チューブ 

充分な加湿がされな

い。 

ヒューミディファイ 

ヤー方式は加湿が不

十分である。 

 

不具合、有害事象 

1. その他の不具合 

（1）本品又は接続回路の破損や外れ。  

2. その他の有害事象 

（1）酸素漏れにより SPO2が低下することがある。  

 

【保管方法及び有効期間等】 

保管方法 

＊＊1. 水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管する

こと。 

     2. バッグは立てかけず、寝かせた状態で保管すること。 

[バッグが折れ曲がった状態で保管すると、バッグの回路に 

折れ癖が出来る場合があり、ヒューミディファイヤー使用 

時に折れ癖部が狭窄して異常アラームが鳴るおそれがある 

ため] 

 

有効期間 

3年［自己認証（当社データ）による］ 
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【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者及び製造業者 

泉工医科工業株式会社 

＊＊製造業者 

＊＊メラセンコー コーポレーション 

＊＊（ＭＥＲＡＳＥＮＫＯ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ） 

＊＊国名：フィリピン 

お問い合わせ先  

泉工医科工業株式会社  商品企画 

TEL 03-3812-3254 FAX 03-3815-7011 

 

 

 


